
 

2月

18日(日) 2月のおはなしマルシェ

11:00～11:30 えほんのへや

24日(土) 春のとしょかんまつり

13:00～15:00 はちパル交流ホール

※詳細は広報八郎潟2月号8ページを

ご覧ください
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3月

6日(水) としょかん86カフェ＃39

アカデミックミステリーツアー（A）

13:00～16:00 秋田市方面へ

15日(金) としょかん86カフェ＃39

 アカデミックミステリーツアー（B）

13:00～16:00 秋田市方面へ

17日(日) ゆりかごおはなし会

11:00～11:15 えほんのへや

24日(日) 図書館ボランティア活動報告会

10:30～11:30 多目的ルーム

26日(火) 【こらぼ講座】音読会（初級）

10:00～10:50 多目的ルーム

こらぼ講座 ： 館ノ下遺跡発掘調査報告会

「よみがえる5000年前の集落の暮らし」

1月14日（日）、はちパル交流ホールで、館ノ下遺跡に発

掘指導員として携わった秋田考古学協会会長・高橋学氏

を講師に、報告会を開催。60名が参加しました。

館ノ下遺跡は、平成18年に携帯電話基地局設置の際に

発見された八郎潟町と五城目町にまたがる縄文時代前

期からなる遺跡で、本町部分（浦大町地内）は令和４年に

発掘調査が行われました。

高橋氏は、出土品の数が約５万９千点と膨大なことから

（比較参考：臼ケ口Ｖ遺跡の出土品は約3千7百点）、当

遺跡は石器製作のムラ（館ノ下集落）だったのではないか、

北海道産や青森県深浦町産等の黒曜石が出土したこと

は、交易品として石器が製作されたことを物語っているの

ではないか、平安時代の製鉄後に出る鉄くずや中世の焼

き物のかけらなどから、館ノ下集落は長きに渡り人やモノ

が往来する拠点としてあり続けた、などと述べられました。

報告会後には、はちパルギャラリーにて、講師による出

土品展示の解説も行われました。

ー八郎潟町館ノ下遺跡の発掘調査から読み取れることー

【主催】八郎潟町公民館・八郎潟町立図書館 【協力】NPO法人浦城の歴史を伝える会

たてのした
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